
①   感染症に対する危機管理充実  

について         

 

 

 

-ごあいさつ- 新型コロナウィルス感染者数は、大幅に減少しました。しかし原因が不明な現状では、来

るであろう再感染期に備えながら、社会・経済・健康の回復に努めるべきです。 

先日の総選挙で自民党は多くの議席を失いました、それでも一定の議席を確保したことから「自民党はか

つての反省を忘れて再び驕りが生じているのでは…」と言われてはならないのです。民意を重視する新た

に就任された岸田文雄総理大臣は早速「新しい資本主義」を掲げ、所得・中間所得層の拡大等で格差是正を実

現し、日本・地方経済の再生を期すことを表明されました。私も民意を謙虚に受け止め反省すべきは反省し、

党内改革で政策の実現を目指すべきと考えています。 

 12 月初旬現在感染者は大幅に減少していますが、新変異型の「オミクロン」株の出現に際し、政府は 

「この時期に渡航しなければ国益を損なう」以外の入国を禁止する、水際対策の強化を速やかに表明しま

した。本来は厳格な隔離措置履行が出来れば必要ない措置ですが、憲法問題も含め履行できていない現状

があります。もっと強力なウィルスの侵入も想定すれば必須の対応だと評価できます。 

② 政令市としての要望活動（党派を超えて） 

③ 歩行者の安全  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

１、自民党会派としても神谷市長・国政（千葉市選出国会議員）に要望 

でも要望 
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行動派宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 更なる新凶悪ウィルス出現に備えて行動制限・生活
支援等感染拡大抑止が可能な早期の法整備 

(野党・一部マスコミ扇動で危機対応停滞・ワクチン接種開始の遅延) 

１：道路の歩道安全対策強化促進 

（歩道拡幅、カラー舗装等の充実） 
２：スクールゾーン増設と歩道の安全 
（ゾーン 30 指定とソフトポールを 
使う等道路・歩道の境界明示） 

＊今回、八街の悲しい事故を受け 
速やかに国も動き交通安全対策が
進んでいます。道路予算を使うと

無駄な工事と言う方もいます。 

しかし現在無駄な道路予算は皆無
です。自民党会派では毎年それら

危険個所の要望を受け、市に提出

しています。慌てて点検をするよ
り、ＰＴＡ・自治会・会派要望を着
実に実現していくべきです。 
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みなさんの広い意見を募集しております。 2344. Jp 
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１：財源を含めた地方分権の推進  

２：生活保護・国民健康保険等の財政措置 

（国の制度、生活保護の市内総額 400 億円の
うち 100 億円を市が負担している） 

３：防災対策の国・県・市の役割分担明確化、 

議長時要望であった、県から災害住宅の 

建設等の権限を移譲はまもなく実現 

 

ロイヤルホームセンター前道路が拡幅されました。以前は歩道が狭く降水時冠水する等 

中学校近接にも関わらず通学路ではありません。この後中学校交差点迄拡幅され、その

2 年後にはみつわ台まで歩道も延長されます。バスもすれ違えるようになり、安全で 

企業誘致にも有利になり、地域の雇用も増えます。六方・山王町内の住宅地を自動車

は通らず、拡幅された道路を通ることにより、自動車が減り歩行者は安全になります。 
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